
平
成
19
年
12
月
18
日
に
、
伊
奈

町
の
人
口
が
町
制
施
行
以
来
38
年

目
に
、
つ
い
に
4
0,
0
0
0
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
4
0,
0
0
0
人

目
の
町
民
と
な
っ
た
の
は
岡
田
貴

司
・
郁
実
さ
ん
夫
妻
の
長
男
翔
空

（
と
あ
）
く
ん
で
す
。

22
日
に
野
川
町
長
が
岡
田
さ
ん

宅
を
訪
れ
、
翔
空
く
ん
に
は
、
野

川
町
長
か
ら
4
0,
0
0
0
人
目

の
町
民
で
あ
る
誕
生
の
証
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

父
親
の

貴
司
さ
ん

は
、
「
お

話
を
い
た

だ
い
た
時

は
び
っ
く

り
し
ま
し

た
。
名
前

に
は
、
ど

う
し
て
も
翔
と
空
と
い
う
字
を
つ

け
た
く
て
。
名
前
の
よ
う
に
大
き

な
心
を
持
っ
て
成
長
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。
野
川

町
長
か
ら
も
「
ご
両
親
の
温
か
い

愛
情
に
包
ま
れ
、
自
然
豊
か
な
伊

奈
町
で
健
や
か
に
育
っ
て
い
く
こ

と
を
希
望
し
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
翔
空
く
ん
が
健
や
か
に

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
伊
奈
町
は
、
近

年
、
埼
玉
県
内
で
も
人
口
増
加
が

著
し
く
、
増
加
率
は
常
に
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
町
で
、
推
計
人
口

調
査
（
平
成
19
年
11
月
1
日
現
在

の
人
口
）
に
お
い
て
も
県
内
第
2

位
の
高
い
伸
び
率
（
0
・
26
％
）

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
勢
調
査
に
お
け
る
増

加
率
に
お
い
て
も
、
17
年
調
査
時

（
3
6,
5
3
5
名
）
と
12
年
調
査

時
（
3
2,
2
1
6
名
）
の
数
値

で
は
、
県
内
第
2
位
（
4,
3
1

9
人
増
、
13
・
41
％
の
増
加
率
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
17
年

調
査
時
か
ら
こ
の
2
年
で
約
3,

5
0
0
名
も
の
増
加
と
な
る
な

ど
、
今
ま
さ
に
伸
び
ゆ
く
町
と
い

え
ま
す
。

で
は
、
昔
の
伊
奈
町
は
ど
の
よ

う
な
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

当
時
の
写
真
な
ど
の
資
料
を
通
し

て
、
4
0,
0
0
0
人
ま
で
の
み
ち

す
じ
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
昭
和
40
年
代

〜
農
村
か
ら
都
市
部
へ
〜

伊
奈
町
は
、
昭
和
45
年
11
月
1

日
に
町
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の

人
口
は
1
0,
1
1
2
名
（
45
年

国
勢
調
査
）
で
あ
り
、
村
か
ら
町

へ
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
も
、
自
然
豊

2
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3

か
な
風
景
が
残
る
町
で
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
町
制
施
行
時
の

伊
奈
町
役
場
で
す
。
木
造
平
屋
建

て
の
建
物
が
時
代
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
所
在
地
も
現
在
の
場

所
と
は
異
な
り
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
に
あ
り
ま
し
た
。

写
真
①
は
、
志
久
交
差
点
か
ら

北
に
向
か
っ
て
、
木
造
の
小
室
小

学
校
を
上
か
ら
見
た
航
空
写
真
で

す
。
新
幹
線
が
ま
だ
な
い
時
代
、

豊
か
な
緑
と
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

②
昭
和
50
年
代

〜
区
画
整
理
、新
幹
線
の
開
通
〜

昭
和
50
年
代
に
な
る
と
現
在
の

栄
・
寿
地
区
の
区
画
整
理
事
業
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
住
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
が
進
む
と
と

も
に
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
が
開

通
し
、
そ
れ
に
伴
う
ニ
ュ
ー
シ
ャ

ト
ル
の
開
通
な
ど
に
よ
っ
て
、
人

口
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

写
真
②
は
サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
見
た
さ
い
た
ま
栗
橋
線

（
当
時
は
大
宮
栗
橋
線
）
で
す
。

現
在
あ
る
歩
道
橋
も
こ
の
頃
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下
の
③

④
の
2
枚
は
本
町
2
丁
目
周
辺
の

写
真
で
す
。
③
・
④
を
見
比
べ
て

み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
見
ら

れ
ま
す
。
昭
和
50
年
国
勢
調
査
人

口
は
1
4,
2
2
0
名
。
昭
和
55

年
国
勢
調
査
人
口
は
2
1,
0
0

5
名
と
町
は
、
い
よ
い
よ
人
口
2

0,
0
0
0
人
時
代
を
迎
え
ま
す
。

③
昭
和
60
年
代

〜
中
部
、北
部
地
域
の
開
発
〜

昭
和
50
年
代
に
引
き
続
き
、
人

口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
区
画
整
理
も
本
町
地
区
、
中

部
地
区
（
役
場
周
辺
）、
北
部
（
羽

貫
、
内
宿
地
区
）
と
次
々
に
進
み
、

町
の
風
景
も
一
変
し
て
き
ま
す
。

写
真
⑤
は
現
在
の
県
民
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
の
建
設
風
景
、
そ
し
て

写
真
⑥
は
記
念
公
園
内
に
あ
る
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
の
写
真
で
す
。

現
在
の
小
針
北
小
学
校
や
住
宅

地
が
広
が
る
風
景
、
そ
し
て
公
園

内
の
生
い
茂
る
樹
木
を
こ
の
写
真

か
ら
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
昭

和
60
年
の
国
勢
調
査
人
口
は
2
3,

8
6
7
名
で
す
。

④
平
成
か
ら
現
在

各
地
区
の
区
画
整
理
等
に
よ
っ

て
、
人
口
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
加

速
度
を
増
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

専
門
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
の
学

校
施
設
も
町
内
に
続
々
と
誕
生
し
、

学
園
都
市
と
し
て
の
側
面
を
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
憩

い
の
場
と
し
て
の
記
念
公
園
バ
ラ

園
も
充
実
が
図
ら
れ
、
県
内
最
大

級
の
種
類
を
誇
る
ま
で
に
な
り
、

町
民
自
慢
の
施
設
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
安
心
安
全
・

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
各

地
域
へ
の
「
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
開
所
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
・
充
実
、
循
環
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
伊

奈
町
は
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
人
口
も
発
展
に
比
例
し
て

お
り
、
左
の
グ
ラ
フ
の
平
成
の
国

勢
調
査
人
口
が
示
す
と
お
り
、
着

実
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

紙
面
の
都
合
上
、
今
回
紹
介
し
た

写
真
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
た
が
、

昔
の
伊
奈
町
を
少
し
で
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
幸
い
で
す
。
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